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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第98期

第２四半期
連結累計期間

第99期
第２四半期
連結累計期間

第98期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成27年４月１日
至平成27年９月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （百万円） 60,784 67,204 125,273

経常利益 （百万円） 1,134 675 2,932

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 879 441 1,721

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 331 159 5,796

純資産額 （百万円） 38,822 44,158 44,311

総資産額 （百万円） 76,829 88,407 85,147

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 9.92 4.99 19.42

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 50.2 49.5 51.4

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 4,131 1,982 6,503

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,716 △1,992 △4,767

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △231 2,421 △678

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（百万円） 13,273 15,106 12,554

 

回次
第98期

第２四半期
連結会計期間

第99期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 5.34 3.29

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

(１) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におきましては、国内経済は政府の経済政策や円安基調により緩やかな回復が続きま

した。しかし、中国経済の減速などによる国内景気への影響が懸念されます。一方、海外では、米国は堅調を維持

していますが、欧州の金融危機や中国経済の減速など不透明な状況が続いております。

このような状況の中、自動車業界におきましては、国内では軽自動車税増税による軽自動車生産の落ち込みは大

きく全体でも国内生産は低調に推移しました。一方、海外では米国市場は好調を維持していますが、新興国はイン

ドを除き生産減となっています。

この結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は672億４百万円（前年同

四半期比10.6％増）、営業利益は８億80百万円（前年同四半期比12.4％減）、経常利益は６億75百万円（前年同四

半期比40.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は４億41百万円（前年同四半期比49.7％減）となりまし

た。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

売上高は421億23百万円（前年同四半期比2.0％増）となり、セグメント利益は５億９百万円（前年同四半期比

27.3％増）となりました。

②米国

売上高は164億７百万円（前年同四半期比25.0％増）となり、セグメント利益は34百万円（前年同四半期比

88.0％減）となりました。

③中国

売上高は38億83百万円（前年同四半期比9.0％増）となり、セグメント利益は90百万円（前年同四半期は16百万

円の損失）となりました。

④その他アジア

売上高は64億31百万円（前年同四半期比46.6％増）となり、セグメント利益は２億28百万円（前年同四半期比

33.1％減）となりました。
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(２) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べて18億31百万円増加し、151億４百万円となりました。

 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動キャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、19億82百万円（前年同四半期比52.0％減）と

なりました。主たる増加要因は、減価償却費27億67百万円などであります。

（投資活動キャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、19億92百万円（前年同四半期比16.1％増）と

なりました。主な減少要因は、固定資産の取得による支出20億78百万円などであります。

（財務活動キャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の増加は、24億21百万円（前年同四半期は２億31百万円

の減少）となりました。主な増加要因は、長期借入による収入19億11百万円などであります。

 

(３) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(４) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、15億４百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末　
現在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 89,003,624 89,003,624

東京証券取引所

名古屋証券取引所

（各市場第一部）

単元株式数

1,000株

計 89,003,624 89,003,624 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高

（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
－ 89,003,624 － 7,460 － 9,699
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

トヨタ自動車株式会社 愛知県豊田市トヨタ町１番地 17,629 19.80

東京急行電鉄株式会社 東京都渋谷区南平台町５－６ 11,644 13.08

アイシン精機株式会社 愛知県刈谷市朝日町２丁目１ 11,254 12.64

みずほ証券株式会社 東京都千代田区大手町１丁目５番１号 3,389 3.80

シロキ工業持株協力会 愛知県豊川市千両町下野市場35－１ 2,690 3.02

エムエスアイピー　クライア

ント　セキュリティーズ

（常任代理人　モルガン・ス

タンレーMUFG証券株式会社）

25 CABOT SQUARE,CANARY WHARF,LONDON

E14 4QA,U.K.

（東京都千代田区大手町１丁目９－７）

2,155 2.42

三菱UFJ信託銀行株式会社

（常任代理人　日本マスター

トラスト信託銀行株式会社）

東京都千代田区丸の内１丁目４番５号

（東京都港区浜松町２丁目11番３号）
2,135 2.39

シービーエヌワイ ガバメント

オブ ノルウェイ(常任代理

人　シティバンク銀行株式会

社）

388 GREENWICH　STREET,NEW YORK,NY

10013 USA

(東京都新宿区新宿６丁目27番30号）

1,874 2.10

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社(信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－11 1,709 1.92

シロキ工業従業員持株会 愛知県豊川市千両町下野市場35－１ 1,259 1.41

計 － 55,740 62.62

　（注）　　当第２四半期会計期間末現在における、三菱UFJ信託銀行株式会社及び日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社(信託口）の信託業務の株式数については、当社として把握することができないため記載しており

ません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

(自己保有株式)

普通株式   404,000
－ －

(相互保有株式)

普通株式       －
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 88,091,000 88,091 －

単元未満株式 普通株式   508,624 － －

発行済株式総数 89,003,624 － －

総株主の議決権 － 88,091 －

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

(自己保有株式)

シロキ工業㈱

神奈川県藤沢市

桐原町２番地
404,000 － 404,000 0.45

計 － 404,000 － 404,000 0.45

　（注）　　上記のほか、株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株（議決

権の数１個）あります。

なお、当該株式数は上記①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含まれております。

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,584 15,109

受取手形及び売掛金 21,528 21,728

商品及び製品 1,062 1,252

仕掛品 821 856

原材料及び貯蔵品 2,287 2,453

その他 4,016 4,521

貸倒引当金 △1 △0

流動資産合計 42,299 45,922

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,526 7,229

機械装置及び運搬具（純額） 13,994 14,456

土地 3,980 4,188

建設仮勘定 3,702 1,916

その他（純額） 3,161 3,002

有形固定資産合計 31,366 30,794

無形固定資産   

のれん 1,163 1,044

その他 365 331

無形固定資産合計 1,528 1,375

投資その他の資産   

投資有価証券 1,669 1,697

退職給付に係る資産 7,431 7,868

その他 881 776

貸倒引当金 △28 △28

投資その他の資産合計 9,953 10,314

固定資産合計 42,848 42,484

資産合計 85,147 88,407
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 20,666 21,051

短期借入金 1,583 2,449

1年内返済予定の長期借入金 108 6,706

未払法人税等 180 314

賞与引当金 1,063 1,110

役員賞与引当金 47 25

その他 5,668 5,786

流動負債合計 29,317 37,444

固定負債   

長期借入金 7,983 3,245

役員退職慰労引当金 10 5

退職給付に係る負債 2,842 2,883

資産除去債務 286 289

その他 396 379

固定負債合計 11,519 6,804

負債合計 40,836 44,248

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,460 7,460

資本剰余金 9,699 9,699

利益剰余金 20,817 20,993

自己株式 △102 △104

株主資本合計 37,874 38,047

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 705 725

為替換算調整勘定 1,825 1,739

退職給付に係る調整累計額 3,395 3,280

その他の包括利益累計額合計 5,926 5,746

非支配株主持分 510 364

純資産合計 44,311 44,158

負債純資産合計 85,147 88,407
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 60,784 67,204

売上原価 53,816 59,846

売上総利益 6,968 7,358

販売費及び一般管理費 ※ 5,963 ※ 6,477

営業利益 1,005 880

営業外収益   

受取利息 45 53

受取配当金 14 18

為替差益 235 －

金型等売却益 21 101

その他 34 47

営業外収益合計 351 220

営業外費用   

支払利息 75 118

為替差損 － 275

金型等売却損 124 0

その他 22 31

営業外費用合計 222 425

経常利益 1,134 675

特別利益   

固定資産売却益 － 0

特別利益合計 － 0

特別損失   

固定資産除却損 － 3

減損損失 24 48

その他 2 0

特別損失合計 26 52

税金等調整前四半期純利益 1,108 623

法人税、住民税及び事業税 287 231

法人税等調整額 △58 65

法人税等合計 228 296

四半期純利益 879 326

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 879 441

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
0 △115

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 135 20

為替換算調整勘定 △683 △71

退職給付に係る調整額 0 △114

その他の包括利益合計 △548 △166

四半期包括利益 331 159

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 345 306

非支配株主に係る四半期包括利益 △14 △146
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,108 623

減価償却費 2,423 2,767

減損損失 24 48

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） 22 47

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △28 △21

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4 △5

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 38 196

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △374 △704

受取利息及び受取配当金 △60 △71

支払利息 75 118

為替差損益（△は益） △292 118

固定資産売却損益（△は益） △22 △35

売上債権の増減額（△は増加） 1,966 △166

たな卸資産の増減額（△は増加） △108 △399

仕入債務の増減額（△は減少） △1,042 342

その他 802 △697

小計 4,525 2,158

利息及び配当金の受取額 54 69

利息の支払額 △74 △113

法人税等の支払額 △374 △132

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,131 1,982

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △141 △8

定期預金の払戻による収入 － 35

固定資産の取得による支出 △1,579 △2,078

固定資産の売却による収入 1 37

短期貸付金の回収による収入 － 3

長期貸付けによる支出 △2 －

長期貸付金の回収による収入 6 3

その他 △2 15

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,716 △1,992

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 102 862

長期借入れによる収入 － 1,911

長期借入金の返済による支出 △3 △26

配当金の支払額 △265 △265

自己株式の取得による支出 △1 △2

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △48 △47

非支配株主への配当金の支払額 △3 △2

その他 △10 △6

財務活動によるキャッシュ・フロー △231 2,421

現金及び現金同等物に係る換算差額 △220 140

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,963 2,551

現金及び現金同等物の期首残高 11,309 12,554

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 13,273 ※ 15,106
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【注記事項】

（追加情報）

（表示方法の変更）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）第39項に掲げられた定め等を

適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。

当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務

諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

(事業譲渡）

前連結会計年度の重要な後発事象として記載した、トヨタ紡織株式会社との事業譲渡契約(平成27年５月13日

付)について、次のとおりに譲渡しました。

（１）譲渡対象事業の内容

当社が保有するトヨタまたはトヨタ紡織向けシート骨格を構成するリクライナーやスライドレールなどの

機構部品に関連した開発・生産機能の譲渡

（２）譲渡価額

譲渡価額：15億円

（３）譲渡期日

譲渡期日：平成27年11月１日

（４）損益に与える影響

平成28年３月期第３四半期連結会計期間において、特別利益に15億円を計上する予定です。

 

 

EDINET提出書類

シロキ工業株式会社(E02200)

四半期報告書

13/19



（四半期連結損益及び包括利益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

運賃・荷造梱包費 1,151百万円 1,241百万円

給与及び賞与手当 1,813 1,932

賞与引当金繰入額 361 378

退職給付費用 120 35

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 13,441百万円 15,109百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △168 △3

現金及び現金同等物 13,273 15,106

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１． 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月13日

定時株主総会
普通株式 265 3.0 平成26年３月31日 平成26年６月16日 利益剰余金

 

２． 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

 間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年10月30日

取締役会
普通株式 177 2.0 平成26年９月30日 平成26年11月26日 利益剰余金

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１． 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月12日

定時株主総会
普通株式 265 3.0 平成27年３月31日 平成27年６月15日 利益剰余金

 

２． 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

 間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年10月29日

取締役会
普通株式 177 2.0 平成27年９月30日 平成27年11月26日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 日本 米国 中国 その他アジア 合計

売上高      

外部顧客への売上高 39,894 13,085 3,539 4,265 60,784

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,404 40 24 123 1,593

計 41,298 13,126 3,564 4,388 62,377

セグメント利益又は損失（△） 400 283 △16 341 1,008

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当

該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（単位：百万円）

　利益 金額

　　報告セグメント計 1,008

　　セグメント間取引消去 △3

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 1,005

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な減損損失又はのれん等はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 日本 米国 中国 その他アジア 合計

売上高      

外部顧客への売上高 40,653 16,402 3,881 6,267 67,204

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,470 5 2 164 1,642

計 42,123 16,407 3,883 6,431 68,847

セグメント利益 509 34 90 228 861

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当

該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（単位：百万円）

　利益 金額

　　報告セグメント計 861

　　セグメント間取引消去 18

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 880

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

固定資産に係る重要な減損損失又はのれんの金額の重要な変動はありません。

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項

前第４四半期連結会計期間より、シロキテクニコインディア㈱を子会社化したことに伴い、報告セグメント

のうち「東南アジア」について、名称を「その他アジア」に変更しております。

なお、当第２四半期連結累計期間の比較情報として開示した前第２四半期連結累計期間のセグメント情報に

ついては、変更後の名称にて記載しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 ９円92銭 ４円99銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
879 441

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
879 441

普通株式の期中平均株式数（千株） 88,623 88,602

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

平成27年10月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・177百万円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・２円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・・平成27年11月26日

（注）　平成27年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月11日

シロキ工業株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大北　尚史　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中村　哲也　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシロキ工業株

式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から

平成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、シロキ工業株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 

 

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提

出会社が別途保管しております。

２　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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